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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷媒体を収容可能な印刷媒体収容部と、
　表示画面に表示させる内容を指示する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記印刷媒体収容部から印刷媒体が離脱された場合に、第１の画面を前
記表示画面に表示させ、前記印刷媒体収容部に印刷媒体が収容された場合に、前記第１の
画面とは異なる第２の画面を前記表示画面に表示させ、
　前記第１の画面は、印刷媒体を前記印刷媒体収容部に収容する方法を提示する画面であ
り、
　前記第２の画面は、前記印刷装置に収容された印刷媒体の属性を設定させる画面である
　ことを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　印刷媒体を収容可能な印刷媒体収容部と、
　表示画面に表示させる内容を指示する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記印刷媒体収容部から印刷媒体が離脱された場合に、第１の画面を前
記表示画面に表示させ、前記印刷媒体収容部に印刷媒体が収容された場合に、前記第１の
画面とは異なる第２の画面を前記表示画面に表示させ、
　前記第１の画面は、前記印刷装置で印刷可能な全ての種類の印刷媒体のうち、ユーザー
操作に応じた一部の印刷媒体の収容方法を提示する画面である
　ことを特徴とする印刷装置。
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【請求項３】
　前記第２の画面は、前記一部の印刷媒体の属性の視認性を他の印刷媒体の属性の視認性
よりも高くした画面を含む
　請求項２に記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記ユーザー操作は、前記印刷装置に対して印刷を要求する際のユーザーの操作を含み
、
　前記一部の印刷媒体は、前記印刷装置に対する印刷の要求で指定されている印刷媒体を
含む
　請求項２又は請求項３に記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記ユーザー操作は、前記印刷装置から印刷媒体を離脱させる操作を含み、
　前記一部の印刷媒体は、前記印刷装置から離脱された媒体を含む
　請求項２～ 請求項４のうち何れか一項に記載の印刷装置。
【請求項６】
　印刷媒体が収容される複数の印刷媒体収容部を備え、
　前記ユーザー操作は、ユーザーによる前記印刷媒体収容部に対する操作を含み、
　前記一部の印刷媒体は、前記各印刷媒体収容部のうち、印刷媒体が取り出された又は印
刷媒体が収容された前記印刷媒体収容部に収容可能な１種類又は複数種類の印刷媒体であ
る
　請求項２又は請求項３に記載の印刷装置。
【請求項７】
　前記印刷媒体収容部に収容された印刷媒体の有無を検出する検出部を備え、
　前記検出部が、前記印刷媒体収容部に収容されている印刷媒体が無いことを検出した場
合に、前記制御部は、前記印刷媒体収容部に印刷媒体が離脱されたと判定する
　請求項１に記載の印刷装置。
【請求項８】
　前記印刷媒体収容部に収容された印刷媒体の有無を検出する検出部を備え、
　前記検出部が、前記印刷媒体収容部に収容されている印刷媒体が有ることを検出した場
合に、前記制御部は、前記印刷媒体収容部に印刷媒体が収容されたと判定する
　請求項１に記載の印刷装置。
【請求項９】
　前記印刷媒体収容部は、手差しトレイであり、
　前記検出部は、用紙センサーである、
　請求項７又は８に記載の印刷装置。
【請求項１０】
　印刷媒体を収容可能な印刷媒体収容部と、
　表示画面に表示させる内容を指示する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記印刷媒体収容部から印刷媒体が離脱された場合に、第１の画面を前
記表示画面に表示させ、前記印刷媒体収容部に印刷媒体が収容された場合に、前記第１の
画面とは異なる第２の画面を前記表示画面に表示させ、
　前記第１の画面には、前記印刷媒体収容部を前記印刷装置の本体に挿入する方法を示す
情報が表示される
　ことを特徴とする印刷装置。
【請求項１１】
　印刷媒体を収容可能な印刷媒体収容部と、
　表示画面に表示させる内容を指示する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記印刷媒体収容部から印刷媒体が離脱された場合に、第１の画面を前
記表示画面に表示させ、前記印刷媒体収容部に印刷媒体が収容された場合に、前記第１の
画面とは異なる第２の画面を前記表示画面に表示させ、
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　前記制御部は、前記印刷媒体収容部から印刷媒体が離脱された場合に、前記第１の画面
を前記表示画面に表示させる第１の信号を生成し、前記印刷媒体収容部に印刷媒体が収容
された場合に、前記第２の画面を前記表示画面に表示させる第２の信号を生成する
　ことを特徴とする印刷装置。
【請求項１２】
媒体が収容されるカセットを備え、当該カセットから搬送された媒体に印刷を施す印刷装
置であって、
　前記印刷装置への前記カセットのセット及び当該印刷装置からの前記カセットの離脱を
検出する検出部と、
　表示画面に表示させる内容を指示する制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　前記検出部によって前記印刷装置からの前記カセットの離脱が検出されたときには、第
１の画面を前記表示画面に表示させる第１の信号を生成し、
　前記検出部によって前記印刷装置への前記カセットのセットが検出されたときには、前
記第１の画面とは異なる第２の画面を前記表示画面に表示させる第２の信号を生成し、
　（１）前記検出部が、印刷ジョブに基づく印刷処理の途中で前記カセット内の媒体がな
くなった場合以外で前記印刷装置からの当該カセットの離脱を検出したとき、
　前記制御部は、前記第１の画面として、前記印刷装置で印刷可能な全ての種類の媒体、
又は前記カセットに対応した一部の媒体についての前記印刷装置へのセット方法を提示す
る画面を表示させる信号を生成し、前記第２の画面として、前記印刷装置にセットされた
媒体の属性を設定させる画面を表示させる信号を生成し、
　（２）前記検出部が、印刷ジョブに基づく印刷処理の途中で前記カセット内の媒体がな
くなった場合に前記印刷装置からの当該カセットの離脱を検出したとき、
　前記制御部は、前記第１の画面として、当該途中でなくなった媒体の前記印刷装置への
セット方法を提示する画面を表示させる信号を生成し、前記第２の画面を表示する信号を
生成しないか、又は前記第２の画面として、当該途中でなくなった媒体の属性をユーザー
確認させる画面を表示させる信号を生成する
　ことを特徴とする印刷装置。
【請求項１３】
　印刷媒体を印刷する印刷装置であって、
　印刷媒体を収容可能な印刷媒体収容部と、
　表示画面に表示させる内容を指示する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記印刷装置から前記印刷媒体収容部が引き出された場合に、第１の画
面を前記表示画面に表示させ、前記印刷装置に前記印刷媒体収容部が押し込まれた場合に
、前記第１の画面とは異なる第２の画面を前記表示画面に表示させ、
　前記第１の画面は、印刷媒体を前記印刷媒体収容部に収容する方法を提示する画面であ
り、
　前記第２の画面は、前記印刷媒体収容部に収容された印刷媒体の属性を設定させる画面
である
　ことを特徴とする印刷装置。
【請求項１４】
　印刷媒体を印刷する印刷装置であって、
　印刷媒体を収容可能な印刷媒体収容部と、
　表示画面に表示させる内容を指示する制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記印刷装置から前記印刷媒体収容部が引き出された場合に、第１の画
面を前記表示画面に表示させ、前記印刷装置に前記印刷媒体収容部が押し込まれた場合に
、前記第１の画面とは異なる第２の画面を前記表示画面に表示させ、
　前記制御部は、前記印刷装置から前記印刷媒体収容部が引き出された場合に、前記第１
の画面を前記表示画面に表示させる第１の信号を生成し、前記印刷装置に前記印刷媒体収
容部が押し込まれた場合に、前記第２の画面を前記表示画面に表示させる第２の信号を生
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成する
　ことを特徴とする印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷装置として、例えば特許文献１に記載されるように、用紙などの媒体が収容される
給送トレイを備える印刷装置が知られている。こうした印刷装置では、給送トレイが印刷
装置から引き出されたり、給送トレイが印刷装置に押し込まれたりするなどの所定の条件
が成立したときには、当該給送トレイに収容されている又は収容されていた媒体のサイズ
や種類などの属性に関する情報が表示画面に表示されるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２７８３７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、印刷装置の状態に応じた内容を表示画面に表示させる場合においては、その
ときどきに応じた適切な情報を表示することがユーザービリティの向上に繋がる。
　本発明の目的は、表示画面に表示されている情報に基づきユーザーが印刷装置を操作す
る際のユーザービリティを向上させることができる印刷装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以下、上記課題を解決するための手段及びその作用効果について記載する。
　上記課題を解決するための印刷装置は、媒体に印刷を施す印刷装置であって、前記印刷
装置への媒体のセット及び同印刷装置からの媒体の離脱を検出する検出部と、表示画面に
表示させる内容を指示する制御部と、を備えている。そして、前記制御部は、前記検出部
によって前記印刷装置からの媒体の離脱が検出されたときには、第１の画面を前記表示画
面に表示させる第１の信号を生成し、前記検出部によって前記印刷装置への媒体のセット
が検出されたときには、前記第１の画面とは異なる第２の画面を前記表示画面に表示させ
る第２の信号を生成する。
【０００６】
　上記構成によれば、媒体を印刷装置から離脱させたときに表示画面に表示される内容と
、媒体を印刷装置にセットしたときに表示画面に表示される内容とが異なる。そのため、
表示画面では、ユーザーが媒体を印刷装置から離脱させたとき、及びユーザーが媒体を印
刷装置にセットしたときには、各々の状況に応じた適切な情報をユーザーに提供すること
が可能となる。したがって、表示画面に表示されている情報に基づきユーザーが印刷装置
を操作する際のユーザービリティを向上させることができる。
【０００７】
　上記印刷装置において、前記第１の画面は、前記印刷装置への媒体のセット方法を提示
する画面であり、前記第２の画面は、前記印刷装置にセットされた媒体の属性を設定させ
る画面であることが好ましい。なお、ここでいう「属性」とは、媒体のサイズ又は媒体の
種類の少なくとも一方のことをいう。
【０００８】
　上記構成によれば、表示画面に、第１の画面として、印刷装置への媒体のセット方法を
提示する画面を表示させることにより、印刷装置に媒体を新たにセットしようとしている
ユーザーに対するユーザービリティを向上させることができる。また、ユーザーが印刷装
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置に媒体をセットしたときには、媒体の属性を設定させる画面が第２の画面として表示画
面に表示されることにより、ユーザーによる媒体の属性の設定忘れを抑制することができ
る。
【０００９】
　また、上記印刷装置において、前記第１の画面は、前記印刷装置で印刷可能な全ての種
類の媒体のうち、ユーザー操作に応じた一部の媒体のセット方法を提示する画面であるこ
とが好ましい。この構成によれば、全ての種類の媒体に共通する媒体のセット方法を提示
する画面と比較して、ユーザーが知りたい情報を提供しやすくなる。
【００１０】
　また、上記印刷装置において、前記第２の画面は、前記一部の媒体の属性の視認性を他
の媒体の属性の視認性よりも高くした画面を含むことが好ましい。この構成によれば、表
示画面の表示内容を見ながら媒体の属性の設定を行う際におけるユーザービリティを高め
ることができる。
【００１１】
　上記印刷装置において、前記ユーザー操作は、前記印刷装置に対して印刷を要求する際
のユーザーの操作を含むようにしてもよい。この場合、前記一部の媒体は、前記印刷装置
に対する印刷の要求で指定されている媒体を含むことが好ましい。
【００１２】
　印刷装置に対する印刷の要求（「印刷ジョブ」ともいう。）には、媒体のサイズなどの
情報が含まれている。そのため、上記構成では、印刷の要求で指定されている媒体に関す
る情報を表示画面に表示させることができるため、ユーザービリティを高めることができ
る。
【００１３】
　上記印刷装置において、前記ユーザー操作は、前記印刷装置から媒体を離脱させる操作
を含むようにしてもよい。この場合、前記一部の媒体は、前記検出部によって前記印刷装
置からの離脱が検出された媒体を含むことが好ましい。
【００１４】
　印刷装置から媒体を離脱させた後で媒体を印刷装置にセットする際には、それまでに印
刷装置にセットされていた媒体と同じ属性の媒体がセットされる可能性がある。そこで、
上記構成では、印刷装置からの離脱が検出された媒体に関する情報を表示画面に表示させ
ることができるため、ユーザービリティを高めることができる。
【００１５】
　上記印刷装置は、媒体が収容される複数の媒体収容部を備えるようにしてもよい。この
場合、前記ユーザー操作は、ユーザーによる前記媒体収容部に対する操作を含み、前記一
部の媒体は、前記各媒体収容部のうち、媒体が取り出された又は媒体がセットされた前記
媒体収容部に収容可能な１種類又は複数種類の媒体であることが好ましい。
【００１６】
　複数の媒体収容部を備える印刷装置にあっては、媒体収容部毎にセットする媒体の種類
を特定しやすい。そこで、上記構成では、媒体の取り出しや媒体のセットが検出された媒
体収容部に応じた媒体に関する情報を表示画面に表示させることができるため、ユーザー
ビリティを高めることができる。
【００１７】
　上記印刷装置は、媒体が収容される媒体収容部を備え、前記検出部は、前記印刷装置か
らの前記媒体収容部の引き出し及び同印刷装置への同媒体収容部の押し込みを検出するも
のであってもよい。この場合、前記制御部は、前記検出部によって前記印刷装置からの前
記媒体収容部の引き出しが検出されたときに前記第１の信号を生成し、前記検出部によっ
て前記印刷装置への前記媒体収容部の押し込みが検出されたときに前記第２の信号を生成
することが好ましい。
【００１８】
　上記構成によれば、媒体収容部が引き出されたときに表示画面に第１の画面を表示させ
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ることができる。また、媒体収容部が押し込まれたときに表示画面に第２の画面を表示さ
せることができる。
【００１９】
　また、上記課題を解決するための印刷装置は、媒体が収容されるカセットを備え、同カ
セットから搬送された媒体に印刷を施す印刷装置であって、前記印刷装置への前記カセッ
トのセット及び同印刷装置からの前記カセットの離脱を検出する検出部と、表示画面に表
示させる内容を指示する制御部と、を備える。前記制御部は、前記検出部によって前記印
刷装置からの前記カセットの離脱が検出されたときには、第１の画面を前記表示画面に表
示させる第１の信号を生成し、前記検出部によって前記印刷装置への前記カセットのセッ
トが検出されたときには、前記第１の画面とは異なる第２の画面を前記表示画面に表示さ
せる第２の信号を生成する。そして、前記検出部が、印刷ジョブに基づく印刷処理の途中
で前記カセット内の媒体がなくなった場合以外で前記印刷装置からの当該カセットの離脱
を検出したとき、前記制御部は、前記第１の画面として、前記印刷装置で印刷可能な全て
の種類の媒体、又は前記カセットに対応した一部の媒体についての前記印刷装置へのセッ
ト方法を提示する画面を表示させる信号を生成し、前記第２の画面として、前記印刷装置
にセットされた媒体の属性を設定させる画面を表示させる信号を生成する。また、前記検
出部が、印刷ジョブに基づく印刷処理の途中で前記カセット内の媒体がなくなった場合に
前記印刷装置からの当該カセットの離脱を検出したとき、前記制御部は、前記第１の画面
として、当該途中でなくなった媒体の前記印刷装置へのセット方法を提示する画面を表示
させる信号を生成し、前記第２の画面を表示する信号を生成しないか、又は前記第２の画
面として、当該途中でなくなった媒体の属性をユーザー確認させる画面を表示させる信号
を生成する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】印刷装置の一実施形態である複合機の概略を示す構成図。
【図２】トレイが引き出された際に表示部に表示される画面の一例を示す図。
【図３】（ａ）～（ｄ）はトレイが押し込まれた際に表示部に表示される画面の一例を示
す図。
【図４】第１の画面を表示部に表示させるために実行される処理ルーチンを示すフローチ
ャート。
【図５】第２の画面を表示部に表示させるために実行される処理ルーチンを示すフローチ
ャート。
【図６】別の実施形態の印刷装置が備える制御装置の概略を示す構成図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、印刷装置の一実施形態を図１～図５に従って説明する。
　図１には、印刷装置の一例である複合機１１が図示されている。図１に示すように、複
合機１１は、媒体の一例である用紙Ｐに印刷を施す印刷部１２と、設置台に載置された原
稿に記録されている画像を読みとるスキャン部１３と、ユーザーインターフェースである
操作パネル１４と、複合機１１を制御する制御装置１００とを備えている。
【００２２】
　印刷部１２は、用紙Ｐを所定の印刷領域まで搬送し、印刷済みとなった用紙Ｐを排出す
るための搬送機構と、印刷領域まで搬送された用紙Ｐにインクなどの記録材を付着させる
印刷機構とを有している。印刷機構による印刷方式としては、例えば、インクジェット方
式やレーザー方式を挙げることができる。
【００２３】
　操作パネル１４は、複合機１１の情報などを表示する表示部１５と、各種の操作ボタン
などからなる操作部１６とを有している。この点で、本実施形態では、表示部１５により
、「表示画面」の一例が構成される。
【００２４】
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　また、複合機１１には、用紙Ｐを載置可能な手差し用の給送トレイ（以下、「手差しト
レイ」ともいう。）２０と、用紙Ｐを収容可能である複数のカセット型の給送トレイ（以
下、「カセット型トレイ」ともいう。）２１，２２とが設けられている。これらカセット
型トレイ２１，２２は、複合機１１から着脱可能となっている。なお、カセット型トレイ
２１，２２により、「媒体収容部」や「カセット」の一例が構成される。
【００２５】
　また、複合機１１には、複合機１１にカセット型トレイ２１，２２が押し込まれ（すな
わち、複合機１１にカセット型トレイ２１，２２がセットされ）、同カセット型トレイ２
１，２２から用紙Ｐを搬送可能な状態であるかを検出するトレイセンサー１２１，１２２
と、手差し用トレイ２０上に用紙Ｐが搬送可能な状態でセットされているか否かを検出す
る用紙センサー１２０とが設けられている。トレイセンサー１２１，１２２は、カセット
型トレイ２１，２２が複合機１１に押し込まれた収容状態と、カセット型トレイ２１，２
２が複合機１１から引き出された離脱状態とを検出することができるのであれば、光学式
のセンサーであってもよいし、メカ式のセンサーであってもよい。また、用紙センサー１
２０は、手差し用トレイ２０から印刷領域に向けて搬送可能な状態の用紙Ｐがあるか否か
を検出することができるのであれば、光学式のセンサーであってもよいし、メカ式のセン
サーであってもよい。
【００２６】
　そして、これら各種のセンサー１２０～１２２によって検出された情報は、制御装置１
００に入力される。すなわち、本実施形態では、トレイセンサー１２１，１２２及び用紙
センサー１２０により、複合機１１への用紙Ｐのセット及び同複合機１１からの用紙Ｐの
離脱を検出する「検出部」の一例が構成される。なお、ここでいう「複合機１１への用紙
Ｐのセット」とは、ユーザーによる操作によって、印刷部１２の搬送機構によって用紙を
搬送可能な状態になることを意味している。また、「複合機１１からの用紙Ｐの離脱」と
は、ユーザーによる操作によって、搬送機構によって搬送可能な位置から用紙がなくなる
ことを意味している。
【００２７】
　また、複合機１１は、外部メモリーインターフェイス（以下、「外部メモリーＩ／Ｆ」
ともいう。）３１と、通信インターフェイス（以下、「通信Ｉ／Ｆ」ともいう。）３２と
を備えている。外部メモリーＩ／Ｆ３１は、スロットに挿入されているメモリーカードな
どの外部記憶媒体ＥＭに対して制御装置１００のアクセスを可能にする。通信Ｉ／Ｆ３２
は、複合機１１を外部装置２００と接続し、外部装置２００からの印刷指令などの各種指
示を制御装置１００に伝達可能とする。なお、外部装置２００としては、例えば、パーソ
ナルコンピューター、スマートフォンやタブレット端末などの携帯情報端末を挙げること
ができる。
【００２８】
　制御装置１００は、ＣＰＵ、不揮発性メモリー、ＲＡＭ及びＡＳＩＣ（Application Sp
ecific IC（特定用途向けＩＣ））などを備えている。不揮発性メモリーには、複合機１
１における各種制御に必要なプログラムが記憶され、ＣＰＵがプログラムを実行すること
により複合機１１の各種制御が行われる。
【００２９】
　次に、制御装置１００の機能構成について説明する。
　図１に示すように、制御装置１００は、ソフトウェア及びハードウェアの少なくとも一
方により実現される機能部として、主制御部１０１、表示制御部１０２、スキャン制御部
１０３及び印刷制御部１０４を有している。主制御部１０１は、各種センサー１２０～１
２２などによって検出された情報、外部装置２００及び操作パネル１４でのユーザー操作
に基づいた要求に応じて、表示制御部１０２、スキャン制御部１０３及び印刷制御部１０
４を統括的に制御（管理）する。表示制御部１０２は、操作パネル１４の表示部１５の表
示内容を制御し、スキャン制御部１０３はスキャン部１３を制御し、印刷制御部１０４は
印刷部１２を制御する。



(8) JP 6291861 B2 2018.3.14

10

20

30

40

50

【００３０】
　すなわち、主制御部１０１は、ユーザーによる操作パネル１４又は外部装置２００の操
作に基づく印刷の要求である印刷ジョブを受信したとき、同印刷ジョブを印刷制御部１０
４に出力する。そして、印刷制御部１０４は、印刷ジョブで指定されている属性の用紙Ｐ
に対して印刷を施すべく印刷部１２を制御する。「用紙Ｐの属性」としては、用紙のサイ
ズや種類を挙げることができる。
【００３１】
　また、主制御部１０１は、上記設置台に載置された原稿のコピー要求がなされたとき、
原稿のスキャン要求をスキャン制御部１０３に出力する。すると、スキャン制御部１０３
は、上記設置台に載置されている原稿の画像を読みとるべくスキャン部１３を制御する。
そして、スキャン制御部１０３は、画像の読みとりが完了するとその旨を主制御部１０１
に出力する。続いて、主制御部１０１は、スキャン部１３に読みとられた画像を用紙Ｐに
印刷するための印刷ジョブを印刷制御部１０４に出力する。すると、印刷制御部１０４は
、スキャン部１３によって読みとられた画像を用紙Ｐに印刷すべく印刷部１２を制御する
。
【００３２】
　また、主制御部１０１は、トレイセンサー１２１，１２２によるカセット型トレイ２１
，２２の引き出し（又は複合機１１からの離脱）の検出又は用紙センサー１２０による手
差し用トレイ２０からの用紙Ｐの離脱の検出がなされたときには、表示部１５に第１の画
面を表示させるべく第１の指示信号を生成し、同第１の指示信号を表示制御部１０２に出
力する。すると、表示制御部１０２は、第１の指示信号に基づいて第１の画像を表示部１
５に表示させる。なお、第１の指示信号が、「第１の信号」の一例である。
【００３３】
　また、主制御部１０１は、トレイセンサー１２１，１２２によるカセット型トレイ２１
，２２の押し込み（又は複合機１１への装着）の検出又は用紙センサー１２０による手差
し用トレイ２０への用紙Ｐの載置（セット）の検出がなされたときには、表示部１５に第
２の画像を表示させるべく第２の指示信号を生成し、同第２の指示信号を表示制御部１０
２に出力する。すると、表示制御部１０２は、第２の指示信号に基づいて第２の画面を表
示部１５に表示させる。したがって、本実施形態では、主制御部１０１により、表示部（
表示画面）１５に表示させる内容を指示する「制御部」の一例が構成される。なお、第２
の指示信号が、「第２の信号」の一例である。
【００３４】
　図２には、第１の画面の一例として、第１のカセット型トレイ２１が引き出された場合
に表示部１５に表示される第１の画面が図示されている。なお、表示部１５では、第１の
カセット型トレイ２１を「第１トレイ」と表示し、第２のカセット型トレイ２２を「第２
トレイ」と表示するものとする。図２に示すように、第１の画面は、引き出されたカセッ
ト型トレイへの用紙のセット方法をユーザーに提示する画面である。なお、第１の画面で
は、用紙のセットする向きだけではなく、セットする用紙サイズに応じて位置調整を行う
ガイドの動かし方なども提示するようにしてもよい。
【００３５】
　第２の画面は、第１の画面とは内容の異なる画面であって、トレイにセットされた用紙
Ｐの属性をユーザーに確認及び設定させるための画面である。この際、ユーザーによる操
作部１６又は外部装置２００の操作に応じて第２の画面の内容が適宜遷移される。
【００３６】
　図３（ａ）は、トレイセンサー１２１，１２２によるカセット型トレイ２１，２２の押
し込みの検出又は用紙センサー１２０による手差し用トレイ２０への用紙Ｐの載置の検出
がなされた直後における第２の画面の一例である。例えば、図３（ａ）に示すように、こ
の最初の第２の画面では、新たに用紙の設定されたトレイ（例えば、第１のカセット型ト
レイ２１）に対する設定であるトレイ設定を、用紙のサイズを「Ａ４」とし、用紙の種類
を「普通紙」とする設定から変更するか否かが表示される。この状態で、ユーザー操作に
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よって「ＮＯ」が選択されると、用紙のサイズを「Ａ４」とし、用紙のサイズを「普通紙
」とするトレイ設定が決定される。すなわち、複合機１１では、第１のカセット型トレイ
２１には「Ａ４」の普通紙がセットされていると認識される。なお、ここで表示した「Ａ
４」、「普通紙」などの属性は、後述するように以前設定していた属性やデフォルトの属
性などである。
【００３７】
　一方、ユーザー操作によって「ＹＥＳ」が選択されると、第２の画面は、図３（ａ）か
ら図３（ｂ）に遷移される。図３（ｂ）は、「用紙のサイズを決定するための画面」の一
例である。この図３（ｂ）に示す第２の画面では選択可能な用紙サイズが並んで表示され
ており、ユーザー操作によって、用紙のサイズ（例えば、「Ｂ５」）が選択されて「ＯＫ
」が操作されると、第２の画面は、図３（ｂ）から図３（ｃ）に遷移される。
【００３８】
　図３（ｃ）は、「用紙の種類を決定するための画面」の一例である。この図３（ｃ）に
示す第２の画面では選択可能な用紙の種類が並んで表示されており、ユーザー操作によっ
て、用紙の種類（例えば、「普通紙」）が選択されて「ＯＫ」が操作されると、第２の画
面は、図３（ｃ）から図３（ｄ）に遷移される。
【００３９】
　図３（ｄ）は、ユーザー操作によって選択された用紙の属性を確認するための画面であ
る。そして、図３（ｄ）に示す第２の画面が表示されているときに、ユーザー操作によっ
て「ＯＫ」が選択されると、表示部１５での第２の画面の表示が終了される。すなわち、
トレイ設定が決定される。一方、図３（ｄ）に示す第２の画面が表示されているときに「
Ｂａｃｋ」が選択されると、第２の画面は、図３（ｄ）から図３（ｃ）に戻される。なお
、図３（ｂ）や図３（ｃ）に示す画面などにも「Ｂａｃｋ」を表示させてもよい。
【００４０】
　次に、図４に示すフローチャートを参照し、第１の画面を表示部１５に表示させるため
に制御装置１００が実行する処理ルーチンについて説明する。この処理ルーチンは、予め
設定された制御サイクル毎に実行される。
【００４１】
　図４に示すように、主制御部１０１は、複合機１１からの用紙Ｐの離脱を検出している
か否かを判定する（ステップＳ１０１）。例えば、主制御部１０１は、用紙センサー１２
０によって手差し用トレイ２０から全ての用紙Ｐが離脱されたことを検出したときに、複
合機１１から用紙Ｐが離脱されたと判定する。また、主制御部１０１は、トレイセンサー
１２１，１２２によって、カセット型トレイ２１，２２が引き出されたことを検出したと
きに、複合機１１から用紙Ｐが離脱されたと判定する。
【００４２】
　複合機１１からの用紙Ｐの離脱を検出していない場合（ステップＳ１０１：ＮＯ）、主
制御部１０１は、本処理ルーチンを一旦終了する。一方、複合機１１からの用紙Ｐの離脱
を検出している場合（ステップＳ１０１：ＹＥＳ）、主制御部１０１は、印刷ジョブに基
づく印刷が実行されている最中（すなわち、印刷処理の最中）であるか否かを判定する（
ステップＳ１０２）。印刷が実行されている最中に、複合機１１からの用紙Ｐの離脱が検
出された場合（例えば、第２のカセット型トレイ２２が複合機１１から引き出されたこと
が検出された場合）、用紙切れが発生した可能性がある。この場合、印刷開始時に第２の
カセット型トレイ２２に収容されていた用紙と同じ属性の用紙が同第２のカセット型トレ
イ２２に補充される可能性が高い。そのため、印刷が実行されている最中である場合（ス
テップＳ１０２：ＹＥＳ）、主制御部１０１は、印刷ジョブで指定されている用紙Ｐを「
一部の媒体」とし、同用紙Ｐの属性（サイズ及び種類）を読み出す（ステップＳ１０３）
。その後、主制御部１０１は、その処理を後述するステップＳ１０７に移行する。
【００４３】
　一方、印刷が実行されていない場合（ステップＳ１０２：ＮＯ）、主制御部１０１は、
ユーザー操作によって、既に用紙設定がなされているか否かを判定する（ステップＳ１０
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４）。トレイ（例えば、第１のカセット型トレイ２１）にセットしたい属性（例えば、「
Ａ４」の普通紙）の用紙、すなわち印刷したい属性の用紙の設定をユーザーが設定した後
に、同ユーザーによって第１のカセット型トレイ２１が複合機１１から引き出されること
がある。この場合、当該トレイにユーザーがセットしたい属性の用紙に関する第１の画面
を表示部１５に表示させることが好ましい。そのため、既に用紙設定がなされている場合
（ステップＳ１０４：ＹＥＳ）、主制御部１０１は、設定されている用紙Ｐを「一部の媒
体」とし、同用紙Ｐの属性を特定する（ステップＳ１０５）。その後、主制御部１０１は
、その処理を後述するステップＳ１０７に移行する。
【００４４】
　一方、用紙設定がなされていない場合（ステップＳ１０４：ＮＯ）、主制御部１０１は
、予め設定されている用紙設定のデフォルトを読み出す（ステップＳ１０６）。その後、
主制御部１０１は、その処理を次のステップＳ１０７に移行する。
【００４５】
　ステップＳ１０７において、主制御部１０１は、第１の指示信号を生成して表示制御部
１０２に出力する。例えば、主制御部１０１は、印刷ジョブに基づいた印刷が実行されて
いる場合、すなわちステップＳ１０３の処理が実行された場合、同印刷ジョブで指定され
ている用紙の属性に関する情報を表示させる第１の指示信号を生成する。また、主制御部
１０１は、既に用紙設定がなされている場合、すなわちステップＳ１０５の処理が実行さ
れた場合、当該用紙設定が示す用紙の属性に関する情報を表示させる第１の指示信号を生
成する。また、主制御部１０１は、用紙設定がなされていない場合、すなわちステップＳ
１０６の処理が実行された場合、デフォルトという情報を表示させる第１の指示信号を生
成する。
【００４６】
　続いて、第１の指示信号が入力された表示制御部１０２は、同第１の指示信号に基づい
た第１の画面を表示部１５に表示させる（ステップＳ１０８）。この場合、表示制御部１
０２は、第１の指示信号が属性に関する情報を表示させることを示しているときには、当
該属性の用紙を複合機１１にセットする方法を提示する画面を表示部１５に表示させる。
一方、表示制御部１０２は、第１の指示信号に属性に関する情報を表示させることを示し
ていないとき、すなわちデフォルトという情報を表示させることを示しているときには、
複合機１１で使用可能な全ての用紙のセット方法を提示する画面を表示部１５に表示させ
る。その後、主制御部１０１は、本処理ルーチンを一旦終了する。
【００４７】
　次に、図５に示すフローチャートを参照し、第２の画面を表示部１５に表示させるため
に制御装置１００が実行する処理ルーチンについて説明する。この処理ルーチンは、予め
設定された制御サイクル毎に実行される。
【００４８】
　図５に示すように、主制御部１０１は、複合機１１への用紙Ｐのセットが検出されたか
否かを判定する（ステップＳ２０１）。例えば、主制御部１０１は、用紙センサー１２０
によって手差し用トレイ２０への用紙Ｐのセットを検出したときに、複合機１１に用紙Ｐ
がセットされたと判定する。また、主制御部１０１は、トレイセンサー１２１，１２２に
よって、カセット型トレイ２１，２２の押し込みを検出したときに、複合機１１に用紙Ｐ
がセットされたと判定する。なお、カセット型トレイ２１，２２には、用紙センサー１２
０と同種の用紙センサーが設けられていることがある。この場合、主制御部１０１は、ト
レイセンサー１２１，１２２によってカセット型トレイ２１，２２が押し込まれたことを
検出し、当該カセット型トレイ２１，２２への用紙のセットが用紙センサーによって検出
されたときに、複合機１１に用紙Ｐがセットされたと判定するようにしてもよい。また、
主制御部１０１は、カセット型トレイ２１，２２の押し込みの検出結果により用紙Ｐがセ
ットされたと判定してもよい。
【００４９】
　複合機１１への用紙Ｐのセットが検出されていない場合（ステップＳ２０１：ＮＯ）、
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主制御部１０１は、本処理ルーチンを一旦終了する。一方、複合機１１への用紙Ｐのセッ
トが検出された場合（ステップＳ２０１：ＹＥＳ）、主制御部１０１は、印刷ジョブに基
づいた印刷（印刷処理）の途中であるか否かを判定する（ステップＳ２０２）。印刷の途
中である場合（ステップＳ２０２：ＹＥＳ）、主制御部１０１は、印刷ジョブで指定され
ている用紙の属性を読み出し（ステップＳ２０３）、その処理を後述するステップＳ２０
７に移行する。
【００５０】
　一方、印刷の途中ではない場合（ステップＳ２０２：ＮＯ）、主制御部１０１は、既に
用紙設定が完了しているか否かを判定する（ステップＳ２０４）。既に用紙設定が完了し
ている場合（ステップＳ２０４：ＹＥＳ）、主制御部１０１は、その用紙設定の内容（用
紙の属性）を読み出し（ステップＳ２０５）、その処理を後述するステップＳ２０７に移
行する。一方、未だ用紙設定がなされていない場合（ステップＳ２０４：ＮＯ）、主制御
部１０１は、デフォルトで設定されている用紙の属性を読み出し（ステップＳ２０６）、
その処理を次のステップＳ２０７に移行する。
【００５１】
　ステップＳ２０７において、主制御部１０１は、読み出した用紙の属性に関する情報を
表示させる第２の指示信号を生成して表示制御部１０２に出力する。例えば、主制御部１
０１は、印刷ジョブに基づいた印刷の途中である場合、すなわちステップＳ２０３の処理
が実行された場合、同印刷ジョブで指定されている用紙の属性に関する情報を表示させる
第２の指示信号を生成する。また、主制御部１０１は、既に用紙設定がなされている場合
、すなわちステップＳ２０５の処理が実行された場合、当該用紙設定によって設定されて
いる用紙の属性に関する情報を表示させる第２の指示信号を生成する。また、主制御部１
０１は、用紙設定がなされていない場合、すなわちステップＳ２０６の処理が実行された
場合、デフォルトの用紙の属性に関する情報を表示させる第２の指示信号を生成する。
【００５２】
　続いて、第２の指示信号が入力された表示制御部１０２は、同第２の指示信号に基づい
た第２の画面を表示部１５に表示させる（ステップＳ２０８）。この場合、表示制御部１
０２は、第２の指示信号で示されている属性に関する情報に基づき、トレイ設定を、同情
報が示す属性から変更するか否かをユーザーに確認させる画面を表示させる（図３（ａ）
参照）。そして、表示制御部１０２は、こうした第２の画面を表示部１５に表示させてい
る状態でのユーザー操作によって、画面の内容を適宜遷移させる。そして、表示制御部１
０２は、トレイ設定が完了されると、その旨を主制御部１０１に出力する。すると、主制
御部１０１は、本処理ルーチンを一旦終了する。
【００５３】
　次に、印刷ジョブに基づく印刷の最中に用紙切れが発生した場合の作用について説明す
る。なお、用紙切れが発生したトレイは、第１のカセット型トレイ２１であるものとする
。
【００５４】
　印刷の最中に第１のカセット型トレイ２１内の用紙Ｐがなくなり、ユーザーによって第
１のカセット型トレイ２１が複合機１１から引き出されると、操作パネル１４の表示部１
５には、第１のカセット型トレイ２１への用紙のセット方法を提示する第１の画面が表示
される（図２参照）。このとき、表示部１５には、第１の画面として、印刷ジョブで指定
されている属性（例えば、Ｌ版（サイズ）、写真用紙（種類））の用紙を第１のカセット
型トレイ２１にセットする方法を提示する画面が表示される。
【００５５】
　そして、第１のカセット型トレイ２１に用紙Ｐがセットされ、第１のカセット型トレイ
２１が複合機１１に押し込まれると、用紙Ｐが複合機１１にセットされたことが検出され
、表示部１５には、第１のカセット型トレイ２１のトレイ設定を決定するために第２の画
面が表示される（図３参照）。この場合、まず始めに、トレイ設定を、印刷ジョブで指定
されている用紙の属性から変更するか否かを確認する画面が表示される（図３（ａ）参照
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）。そして、その後は、ユーザー操作によって第２の画面が適宜遷移される。ただし、同
一属性の用紙を指定した一の印刷ジョブの途中で用紙Ｐがなくなったときは、通常、用紙
の属性変更を要しない。そのため、表示部１５には、印刷ジョブで指定されている用紙の
属性を変更することができる画面に代え、変更に係る操作ボタン等なしで当該用紙属性を
確認するための画面を表示させるようにしてもよい。
【００５６】
　次に、用紙設定を行った後に手差し用トレイ２０にセットする用紙を変更する場合の作
用について説明する。
　例えば手差し用トレイ２０に「Ａ４」の普通紙が設定されている場合に、ユーザーが、
「Ｌ版」の写真用紙に変更する場合を想定する。この場合、ユーザーによって手差し用ト
レイ２０から用紙Ｐ（「Ａ４」の普通紙）が離脱されると、表示部１５には、手差し用ト
レイ２０への用紙のセット方法を提示する第１の画面が表示される。このとき、表示部１
５には、第１の画面として、「Ｌ版」の写真用紙を手差し用トレイ２０にセットする方法
を提示する画面が表示される。
【００５７】
　そして、手差し用トレイ２０に用紙Ｐがセットされると、セットが検出され、表示部１
５には、手差し用トレイ２０のトレイ設定を決定するために第２の画面が表示される。こ
の場合、まず初めに、トレイ設定を、既に設定されている用紙設定に応じた用紙の属性（
サイズがＬ版、種類が写真用紙）から変更するか否かを確認する画面が表示される。そし
て、その後は、ユーザー操作によって第２の画面が適宜遷移される。なお、適宜遷移させ
る場合のユーザーによる操作を容易にするため、表示部１５に表示された属性に対するコ
ンファメーションを示すＯＫ等のボタンを、第２の画面として表示してもよい。これによ
り、ユーザーが順次ＯＫの選択をするだけで、ユーザーを次の画面へと導くことができる
。
【００５８】
　次に、印刷の最中でもなく、用紙設定がなされていない状態でトレイに用紙をセットす
る際の作用について説明する。
　例えば、第２のカセット型トレイ２２が複合機１１から引き出されると、表示部１５に
は、第２のカセット型トレイ２２への用紙のセット方法を提示する第１の画面が表示され
る。このとき、表示部１５には、第１の画面として、複合機１１で使用することのできる
全ての用紙に対応する用紙のセット方法を提示する画面が表示される。
【００５９】
　そして、第２のカセット型トレイ２２に用紙（例えば、「Ｂ５」の普通紙）が収容され
、第２のカセット型トレイ２２が複合機１１に押し込まれると、用紙Ｐが複合機１１にセ
ットされたことが検出され、表示部１５には、第２のカセット型トレイ２２のトレイ設定
を決定するために第２の画面が表示される（図３参照）。この場合、まず始めに、トレイ
設定を、デフォルトで設定されている用紙の属性（例えば、「Ａ４」の普通紙）から変更
するか否かを確認する画面が表示される（図３（ａ）参照）。そして、その後は、ユーザ
ー操作によって第２の画面が適宜遷移される。
【００６０】
　以上、上記構成及び作用によれば、以下のような効果を得ることができる。
　（１）用紙Ｐを複合機１１から離脱させたときに表示部１５に表示される内容と、用紙
Ｐを複合機１１にセットしたときに表示部１５に表示される内容とが異なる。そのため、
表示部１５では、ユーザーが用紙Ｐを複合機１１から離脱させたとき、及びユーザーが用
紙Ｐを複合機１１にセットしたときには、各々の状況に応じた適切な情報をユーザーに提
供することができる。したがって、表示部１５に表示されている情報に基づきユーザーが
複合機１１を操作する際のユーザービリティを向上させることができる。
【００６１】
　（２）印刷の最中にユーザーが用紙Ｐを複合機１１から離脱させた場合、表示部１５で
は、印刷ジョブで指定されている属性の用紙Ｐをトレイにセットする方法が提示される。
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すなわち、ユーザーが複合機１１にセットしたいと思っている可能性の高い属性の用紙に
関する情報を、ユーザーに提供することができる。そのため、複合機１１で使用可能な全
種類の用紙Ｐをトレイにセットする方法が提示される場合と比較して、ユーザーが知りた
いと思っている情報を当該ユーザーは視認しやすくなる。したがって、複合機１１に用紙
Ｐをセットする際のユーザービリティを向上させることができる。
【００６２】
　また、複合機１１への用紙Ｐのセットが検出されると、トレイ設定を行うための画面（
第２の画面）が表示されることとなる。このとき、印刷ジョブで指定されている用紙の属
性でトレイ設定を決定してもよいか否かが表示部１５に表示される。そのため、こうした
印刷の最中での用紙Ｐのセット時であっても、デフォルトで設定されている用紙の属性で
トレイ設定を決定してもよいか否かを表示部１５に表示させる場合と比較して、印刷ジョ
ブに基づく印刷を継続させるときにはトレイ設定に要する時間を短縮させることができる
。
【００６３】
　（３）また、用紙設定を行った上で用紙Ｐの複合機１１からの離脱が検出された場合、
表示部１５では、設定された属性の用紙Ｐをトレイにセットする方法が提示される。すな
わち、ユーザーが複合機１１にセットしたいと思っている可能性の高い属性の用紙に関す
る情報を、ユーザーに提供することができる。そのため、複合機１１で使用可能な全種類
の用紙Ｐをトレイにセットする方法が提示される場合と比較して、ユーザーが知りたいと
思っている情報を当該ユーザーは視認しやすくなる。したがって、複合機１１に用紙Ｐを
セットする際のユーザービリティを向上させることができる。
【００６４】
　また、複合機１１への用紙Ｐのセットが検出されると、トレイ設定を行うための画面（
第２の画面）が表示されることとなる。このとき、既に設定されている用紙設定をそのま
まトレイ設定としてもよいか否かが表示部１５に表示される。そのため、こうした印刷の
最中での用紙Ｐのセット時であっても、デフォルトで設定されている用紙の属性でトレイ
設定を決定してもよいか否かを表示部１５に表示させる場合と比較して、トレイ設定に要
する時間を短縮させることができる。
【００６５】
　なお、上記実施形態は以下のように変更してもよい。
　・複合機１１から用紙を離脱させた後で用紙を複合機１１にセットする際には、それま
でに複合機１１にセットされていた用紙と同じ属性の用紙が再びセットされる可能性があ
る。特に、カセット型トレイが引き出され、その後、同カセット型トレイが複合機１１に
押し込まれた場合には、トレイの引き出し前に同トレイにセットされていた用紙と同じ属
性の用紙が再びセットされる可能性が高い。そこで、トレイの引き出しの検出前に同トレ
イにセットされていた用紙を「一部の媒体」とし、同用紙の属性を「以前の属性」とした
とする。この場合、用紙の複合機１１へのセットを検出した直後にあっては、トレイ設定
を上記以前の属性としてもよいか否かを表示部１５に表示させるようにしてもよい。こう
した場合であっても、ユーザービリティを高めることができる。
【００６６】
　また、この場合、トレイ設定を上記以前の属性とは異なる設定にするために、第２の画
面が用紙サイズの設定画面（図３（ｂ）参照）に遷移された場合、候補となる用紙サイズ
の並び順を適宜変更してもよい。例えば、印刷の最中であるときには、印刷ジョブで指定
されている用紙のサイズを、ユーザーから視認しやすい位置（例えば、画面上で最も上位
）に表示させるようにしてもよい。また、用紙を複合機１１から離脱させる前に用紙設定
が既になされているときには、用紙設定に基づいた用紙のサイズを、ユーザーから視認し
やすい位置（例えば、画面上で最も上位）に表示させるようにしてもよい。
【００６７】
　・印刷ジョブが入力されたときに、同印刷ジョブで指定されている属性の用紙が何れの
トレイにもセットされていないこともある。こうした状況下でトレイが引き出されたとき
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には、第１の画面として、複合機１１で使用することのできる全ての用紙、又は当該トレ
イにセットすることのできる全ての用紙のセット方法を提示する画面を表示部１５に表示
させるようにしてもよい。この場合、その後にトレイが押し込まれたことを検出したとき
には、第２の画面として、印刷ジョブで指定されている属性をトレイ設定としてもよいか
否かを確認する画面を表示部１５に表示させるようにしてもよい。
【００６８】
　・外部装置２００から受信した印刷ジョブには、印刷対象となる用紙の属性を指定する
情報が含まれている。しかし、複合機１１には、印刷ジョブで指定されている属性の用紙
がセットされていないことがある。この場合、ユーザーによって、トレイにセットされて
いる用紙の入れ替えが行われることがある。この場合、トレイからの用紙の離脱やカセッ
ト型トレイの引き出しが検出されたときには、第１の画面として、印刷ジョブで指定され
ている属性の用紙のセット方法を提示する画面を表示させるようにしてもよい。
【００６９】
　そして、用紙の複合機１１へのセットが検出された直後の第２の画面として、印刷ジョ
ブで指定されている用紙の属性から変更するか否かをユーザーに確認させる画面を表示部
１５に表示させるようにしてもよい。この構成によれば、印刷ジョブで指定している属性
の用紙を複合機１１にセットしたユーザーは、トレイ設定を行う際の手間を最小限度に抑
えることができる。
【００７０】
　・同種のカセット型トレイを複数備える複合機１１であっても、収容される用紙の属性
はカセット型トレイ毎にある程度決まっていることがある。そこで、図６に示すように、
制御装置１００の主制御部１０１には、複合機１１で使用される用紙の使用履歴を記憶す
る履歴記憶部１０１Ａを設けてもよい。この履歴記憶部１０１Ａには、セットされた用紙
の履歴がトレイ毎に記憶させるようにしてもよい。この場合、例えば「Ａ４」の普通紙が
セットされたことが最も多い第１のカセット型トレイ２１が引き出されたときには、この
「Ａ４」の普通紙を「一部の媒体」とすることができる。この場合、第１の画面として、
第１のカセット型トレイ２１に「Ａ４」の普通紙を設定する方法を提示する画面が表示部
１５に表示されることとなる。また、第１のカセット型トレイ２１が押し込まれたときに
は、第２の画面として、サイズが「Ａ４」となり、種類が普通紙となるトレイ設定でよい
か否かの画面が表示されることとなる。この場合であっても、ユーザービリティを高める
ことができる。
【００７１】
　・印刷の途中で用紙切れとなってカセット型トレイ２１，２２が複合機１１から引き出
され、用紙が補充されたカセット型トレイ２１，２２が複合機１１内に押し込まれた場合
、用紙設定を確認するための画面である第２の画面を表示させなくてもよい。この場合、
第２の指示信号を生成しなくてもよい。
【００７２】
　・複合機１１は、収容することのできる用紙のサイズが互いに異なる複数のカセット型
トレイを備えるものであってもよい（互いに異なる用紙サイズは一または複数のいずれで
もよい）。又は、収容することのできる用紙のサイズの一部は重複しつつも、用紙サイズ
の範囲が狭いカセット型トレイと広いカセット型トレイとを備えるものであってもよい。
この場合、用紙属性のデフォルトを、カセット型トレイ毎に設けることが好ましい。上記
いずれの場合にも、引き出されたトレイにセットできる範囲内で用紙のセット方法を提示
する画面を第１の画面とすることができる。
【００７３】
　・複合機１１にあっては、複数のカセット型トレイが引き出されたことが検出されるこ
とがある。この場合、引き出された複数のトレイにセットすることのできる範囲で用紙の
セット方法を提示する画面を第１の画面として表示部１５に表示させるようにしてもよい
し、複合機１１で使用することのできる全ての用紙のセット方法を提示する画面を第１の
画面として表示部１５に表示させるようにしてもよい。
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【００７４】
　・第１の表示画面は、印刷の最中であっても、複合機１１からの用紙の離脱が検出され
る前に用紙設定が既になされている場合であっても、複合機１１で使用することのできる
全ての用紙のセット方法を提示する画面であってもよい。
【００７５】
　・用紙が複合機１１から離脱された場合には、複合機１１と通信可能となっている外部
装置２００のディスプレイにも第１の画面を表示させるようにしてもよい。この場合、主
制御部１０１で生成された第１の指示信号を外部装置２００に受信させ、外部装置２００
のコンピューターが第１の指示信号に基づいて第１の画像をディスプレイに表示させるこ
ととなる。すなわち、図４に示す各ステップＳ１０１～Ｓ１０８のうち、ステップＳ１０
１～Ｓ１０７までの処理が複合機１１の制御装置１００によって実行され、ステップＳ１
０８の処理が外部装置２００に実行されることとなる。
【００７６】
　また、用紙が複合機１１にセットされた場合には、外部装置２００のディスプレイにも
第２の画像を表示させるようにしてもよい。この場合、主制御部１０１で生成された第２
の指示信号を外部装置２００に受信させ、そのコンピューターが第２の指示信号に基づい
て第２の画像をディスプレイに表示させることとなる。すなわち、図５に示す各ステップ
Ｓ２０１～Ｓ２０８のうち、ステップＳ２０１～Ｓ２０７までの処理が複合機１１の制御
装置１００によって実行され、ステップＳ２０８の処理が外部装置２００に実行されるこ
ととなる。
【００７７】
　・第１の指示信号は、表示部１５に表示させる第１の画面をイメージした画像データを
含む信号であってもよい。同様に、第２の指示信号は、表示部１５に表示させる第２の画
面をイメージした画像データを含む信号であってもよい。
【００７８】
　・第１の画面は、用紙のセット方法を提示する画面ではなく、複合機１１から引き出さ
れたトレイに関する情報を提供する画面であってもよい。例えば、トレイに関する情報と
しては、同トレイにセットすることのできる用紙の種類、同トレイに過去にセットされた
ことのある用紙の種類を挙げることができる。また、複合機１１から引き出し可能なトレ
イが複数設けられている場合、何れのトレイが引き出されたのかを教示する画面を第１の
画面として表示部１５に表示させるようにしてもよい。
【００７９】
　・複合機１１は、２以外の任意数（例えば、１つ又は３つ）のカセット型トレイを備え
る構成であってもよい。
　・複合機１１は、手差し用トレイ２０を備えない装置であってもよい。
【００８０】
　・印刷装置は、プリンターとしての機能を有するのであれば、スキャン部を備えない装
置であってもよい。
　・媒体は、トレイにセットすることができるのであれば、用紙以外の他の媒体（例えば
、フィルム）であってもよい。
【００８１】
　次に、上記実施形態及び別の実施形態から把握できる技術的思想を以下に追記する。
　（イ）印刷装置で使用される媒体の種類の使用履歴を記憶する履歴記憶部を備え、前記
制御部は、前記検出部によって前記印刷装置からの媒体の離脱が検出されたときには、前
記履歴記憶部に記憶されている使用履歴に基づき前記一部の媒体を決定するようにしても
よい。
【００８２】
　上記構成によれば、ユーザーによる印刷装置の使用履歴に基づくことにより、ユーザー
が媒体を印刷装置から離脱させたとき、及びユーザーが媒体を印刷装置にセットしたとき
には、各々の状況に応じた適切な情報をユーザーに提供することができる。したがって、
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ティを向上させることができる。
【００８３】
　（ロ）媒体に対して画像を印刷する印刷装置にセットされている媒体の離脱を検出した
ときに、表示画面に第１の画面を表示させるステップと、
　前記印刷媒体への媒体のセットを検出したときに、前記第１の画面とは異なる第２の画
面を前記表示画面に表示させるステップと、
　を有する印刷装置の状態と連動して前記表示画面の内容を変更する、表示方法。
【００８４】
　（ハ）媒体に対して画像を印刷する印刷装置と通信可能であって且つ表示画面を有する
外部装置に実行させる表示プログラムであって、
　前記外部装置に、
　前記印刷装置にセットされている媒体が離脱されて同印刷装置から送信される第１の指
示信号を受信したときに、前記表示画面に第１の画面を表示させるステップと、
　前記印刷装置に媒体がセットされて同印刷装置から送信される第２の指示信号を受信し
たときに、前記第１の画面とは異なる第２の画面を前記表示画面に表示させるステップと
、を実行させる、ことを特徴とする表示プログラム。
【００８５】
　（二）媒体が収容されるカセットを備え、同カセットから搬送された媒体に印刷を施す
印刷装置であって、
　前記印刷装置への前記カセットのセット及び同印刷装置からの前記カセットの離脱を検
出する検出部と、
　表示画面に表示させる内容を指示する制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　前記検出部によって前記印刷装置からの前記カセットの離脱が検出されたときには、第
１の画面を前記表示画面に表示させる第１の信号を生成し、
　前記検出部によって前記印刷装置への前記カセットのセットが検出されたときには、前
記第１の画面とは異なる第２の画面を前記表示画面に表示させる第２の信号を生成し、
　（１）前記検出部が、印刷ジョブに基づく印刷処理の途中で前記カセット内の媒体がな
くなった場合以外（印刷の最中でもなく、用紙設定がなされていない状態でトレイに用紙
をセットするなど）で前記印刷装置からの当該カセットの離脱を検出したとき、
　前記制御部は、前記第１の画面として、前記印刷装置で印刷可能な全ての種類の媒体、
又は前記カセットに対応した一部の媒体（トレイにセットできる範囲内の媒体）について
の前記印刷装置へのセット方法を提示する画面を表示させる信号を生成し、前記第２の画
面として、前記印刷装置にセットされた媒体の属性を設定させる画面を表示させる信号を
生成し、
　（２）前記検出部が、印刷ジョブに基づく印刷処理の途中で前記カセット内の媒体がな
くなった場合に前記印刷装置からの当該カセットの離脱を検出したとき、
　前記制御部は、前記第１の画面として、当該途中でなくなった媒体の前記印刷装置への
セット方法を提示する画面を表示させる信号を生成し、前記第２の画面を表示する信号を
生成しないか、又は前記第２の画面として、当該途中でなくなった媒体の属性をユーザー
確認させる画面（変更に係る操作ボタン等なしで当該用紙属性を確認するための画面）を
表示させる信号を生成することを特徴とする印刷装置。
【符号の説明】
【００８６】
　１１…印刷装置の一例である複合機、１５…表示画面の一例である表示部、２０～２２
…媒体収容部の一例である給送トレイ、１０１…制御部の一例である主制御部、１２０…
検出部の一例である用紙センサー、１２１…検出部の一例であるトレイセンサー、Ｐ…媒
体の一例である用紙。
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